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沖縄西表祖納方言研究の ための おぼえがき
一 名詞の格語形ととりたてを中心に
金田 章宏
o. は じめに
こ の 報告は 1997年 1月 中旬か ら下旬にか けて沖縄県八重 山郡竹富 町祖納(ス ネ - ｡ 西表島北西
部 ｡ 租納とも表記)で お こ なっ た聞きとり調査 のみにもとづくもの で ある｡ イ ン フ ォ マ ン トは同地
区在住の如態敬氏(”. 4 4(191 1)年生れ)で あるo こ の 地区の音声 ･ 音掛 こ関する報告に は那根氏を
イ ン フ ォ マ ン トの ひとりと した大野 1 988､ 久野 1 988ほかがあるが ､ 石垣方言などともか なり異
なるとされる文法事項に関 して は ほとん ど報告が ない ｡ こ の調査も白紙状態か らの も の であり ､
か つ 特定 の 目的に限定 した調査で はなか っ たため ､ 資料の 質に はか なりの バ ラ つ きが ある｡
こう したか ぎられた資料か らの分析で あるため ､ 十分な記述が できない ことは い うまでもない
が ､ 可能 なかぎり問題点等 をあきらか にするこ とで ､ 今後の 調査 の ための お ぼえがき としたい ｡
本稿での表記に つ いて
大野 19 88､ 久野 198 8がすで にの べ てい るとこ ろで あるが ､ こ の方言には標準語に みられる狭
い 母音の無声化だけで なく ､ 広 い 母音にも､ さらには r や n ､ m と い っ た有声子音にも無声化が
み られ る｡ 強調辞 ドゥの dも音環境によ っ て t に無声化する｡ まだ これらを厳密に表記 しわけら
れ る段階に はない が､ できるだけ精密な表記を心 がけた｡ ただ し､ 入力 ･ 表記 を容易にするため
に ､ 無声化する音の まえに半角の
”
!
”
をいれるとい う( 一 般的で は ない)方法をと っ た.
p!a!ri:. (惹れo)､ t!u!n o:(卵)､ k!a!m a(そ こ ､ あそ こ)､ a s!i｢tu(そ の ように ゾ)
あきらか な喉頭閉鎖音は半角の
” ?''で あらわ した｡ こ れも必要な箇所 のすべ て に いれられて い
るわけでは ない ｡.
”
?
''
は したが っ て ､ たずね文の 文末には使用 しな いもの とするo
m a r oq?mar° siru(丸い -)､ ?a｢c!iko?a c!i+ko(暖かく)､ ta?haN(だれでも ､ だれも)
母音の 鼻音化に は半角の
''
-
”
を使用 した｡
p
'
!
～
ig
～
i(ひ げ)､ apad
～
a:(は だ か)､ buq｢cj
～
a:(お じ)､ z
～
a:+ rj
～
a( どこ ?) ､
c!i kiNc!ikw
～
a:(月 ､ 三 日月)､ kaN+j
～
a｢:(影｡ N は こ の 単語に固有の成節子音 nj)
鼻音はちい さいも の をあらわす名詞にも指小辞的に あらわれ る｡
si:gw
～
a:(小魚< ス ク)､ gu:+gw
～
a(小鳥)､ miNhn zirj
～
a:(小指<みみ ほ じり)
高低ア ク セ ン トも意味の 区別に使用されて い る｡ これに つ い て は ､
”
+
” と” ｢ ''とを使用 して下
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降と上昇を しめ した｡ しか し､ こ れも 区別す べ きす べ て の 箇所 に こ の 記号をい れて い るわけでは
ない し､ イ ン トネ ー シ ョ ン の レ ベ ル で い れて い る とこ ろもすくなか らずある と思われ る｡
+p!a s!i(橋)､ ｢pa s!i (箸)､ +hwjaN. (食 べ た ｡ )､ ｢h甘jaJN. (降 っ た ｡ )
1. 棒形式の いく つ か に つ い て
格形式 の うち､ ハ ダカ 格､ ヌ 格をと り あげる｡ ほ か にヲ格に相当する バ格 ､ ニ 格や へ 格に相当
するナ格と ッ テ ィ格 ､ カ ラ格に相当するラ格(ハ ラ格) などが あるが ､ 別稿に ゆずる｡ なお ､ こ の
方言 にはか たちの うえでガ格に対応す る格はみ られ ない ようで ある ｡
1. 1 ハ ダカ格
ハ ダカ格名詞 はも っ ばら主語(主節 ･ 従属節とも)と直接補語 に使用され ､ 主語 と直接補語もも
っ ばらハ ダカ絡または そ の ドゥ強調形で あらわされる ｡人称代名詞で はそ の まま規定語にも なる｡
また､ ハ ダカ の名詞が その まま ､ または終助辞の つ い たかたちで述語 として使用される ｡
1. I. 1 主言吾
主節の主語 に使用 され ､ 動作や変化の 主体(は じめ の 4例)､ 存在の 主体(つ ぎの 2例)､ 属性や
状態の もちぬ し(そ の つ ぎの 2例)をあらわす｡ また ､ 名詞述語文 の 主語(さい ご の 1例)になる｡
旦乏 トウイ o u r atui. 1 あなたが(包丁 を)研 げ｡
旦上 オ ー リ ヤ ン｡ u r e o:rjaN. あの人がお い で に な っ たo
三三 フ ン ド - 0 a mi huNdo: .
2 雨が降る よ｡
ピ ケ - ヒ ヤ ン ｡ p!i ke:hjaN. 火が消 えた｡
グ ー グ ー ブ ソ - 0 gu:gu: bu s °: . ニ ワ トリがい るよ｡
オ ン ギ ア ン ナ - 0 oNgi aNn a: . 扇 ､ あるか い ｡
ヤ マ ン グ ウム ッ サ ダル ｡ ja m aNgu u m uqs ada r u. い たずらは おも しろ い ｡
キ ョ - ヌ 盈ゼ ツ ー サダル o kjo:nu kazi c u:s ada r u･ き ょうの 風は強い .
フ シリ クリ ユ ー ｡ h!u s!iri k!u!riju:. 薬は これです｡ (目上に)
従属節(はじめの 2例)や規定語節(あとの 1例)の 主語に も使 用され る｡
旦塁 上 上之 ン ギ ッ ス ヌ バ ー ン グン o u n up!i
'
tu Ngiqs u n u3 ba: NguN･ あ の人 は行
く けど､ わた しは行 か ない ｡
パ ー テ ィ ー ア ギ ッ カ ラ ba: ｢ti:+ agiq｢kaJr a
4 わた しが手 をあげたら､
ク ヌ トウ ケイ メ ダイ ヤ ッ サ ル ム ヌ ドゥ ニ サ ル ｡ k!un u t!ukeim e dai jaqs a r u
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m u n udu nis a r u. こ の 時計は値段が安そうだ(安い もの ゾ似て い る)0
1. 1. 2 直接補語5
ウリ ホ ッ カ ラ ピ ー ス ｡ u r且 boqka r abi:s u. あれを食 べ た らあた る よ｡
ウヌ ピトウ え旦 ヌ ミデ ィ ン ド - ? u n up!itu k!u!ri n u｢miJdiN｢do: ･ あ の人が これ
を飲め っ て い っ て い たよo
乏主 キ シャ ン ナ o c!i mi+ k!i｢sjaNJn a. 爪を切 っ た か い o
旦旦 ム タチ キ｡ u w a m utac!iki. 豚 を解体しろo
主星 ウ ッ ツ ッ カ ラ バリル ン ド - . m u n u uq｢c uqkaJr aba｢riJr uN｢do:. も の を落とした
ら割れる よ｡
ア シ ル イ ユ シ ツ ァ ン ｡ a sir u iju s!ic aN. そうい う魚は釣 らない よo
ツ ソ ッ シ ル カ ビ ム テ イ ク - o s!u s oqsir u kab im uti ku: . 白 い紙を持 っ て こ い ｡
1. 1. 3 規定請
人称代名詞 の みにみられ る用法で ､ ハ ダカ格がそ の まま規定語と して使用 される｡
バ ー シザ ba: si｢z a わた しの 兄(シザは呼びか けには使用せず)
パ ー ム ヌ ウラ ム ヌ ツ カ タカ ッ チ ャ ダル ｡ ba: mtln u u r a mu n uqka t!akaqcjada r u.
わた しの もの はあなたの もの よりたくさんだo
∠ミニ カ ー リ ヌ ミ ヒ ュ ン ナ - o ba: ka:ri nu mihjuNn a: ･ わたしの かわりに飲んでくれ
る か い ｡
I. I. 4 状況語
ハ ダカ格が時間の 状況語と して使用される こ とがある｡
ネ ハ ク ー n eba ku: . 今晩来て ｡
主星 タ ハ ン シ ツ ア ン ダ｡ k!in u ta?haN s!ic aN d乱 きの うはだれも釣らなか っ た｡
バ ー ビ ン ピ ン シ トウ ン タ パイサ ウキ ス ｡ ba: pi NpiNs!ituNta pais a ukisu. わ
た しは転日朝早く起き る｡
キ ュ ー ヌ マ ル キ ー ス ハ チ ド - 0 kju:｢nn m a r uki:+s u h!a c!ido: . き ょ うあたり来
ると思う よ｡
m r l
q
'
/ - 1 - _ J { 7 ＼1R
I. 1. 5 述語
名詞が述語にな るばあい ､ たずね文や敬語文で は コ ピ エ ラ助辞が使用される ようだが ､ それ以
外で は ハ ダカ名詞がそ の まま､ あるい は終助辞の つ い たかたちで使用され るようで ある｡
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ム - ル 旦E_21 0 m u:r u bi duN. 全員男 だo
ム コ 一 之星 上 土旦 o m uko: k!u n up!itu. 婿は こ の 人だ｡
クリ ア ダン チ ク ニ 之且o k!u!ri adaNc!iku ni k!u!ri. これ じや なく て これだo
べ - ヌ ユ ミo be:nu ju mi. うちの 嫁だよ ｡
パ ー カネダo ba: ka n eda .
バ ヌ メ - ナ - ネ -
わた しは金 田だ｡
0 ba n u m e: n a:n e:. わた しは那根です｡
クヌ トウケイメ ダイ ヤ ッ サ ル ム ヌ ヨ ｡ k!u n ut!ukeim e dai jaqs a r u m u n ujo. こ
の時計は値段 が安い も の だ｡
1. 1. 6 独立語
呼びかけの 独立語 に使用され る こ とがある｡
ア ッ ジ ュ ー ア ッ ジ ェ - o aq｢Zje: aq+zje: . じ い さん ､ じい さん ｡ (か つ て｢トトばあさ
ん+が来訪時よく使凧 して い たと いう. 語嚢と して は u｢zi､ sju:､ sjo:m aが 一 般的で ある . )
I. 2 ヌ格
ヌ格名詞は主語 と規定語に使用 され る｡
1. 2. 1 主語
主語は ハ ダカ格 の名詞 が使用されるの が基本の ようで あるが ､ 標準語 の ノ格 に あたるヌ 格で も
あらわれる｡ ヌ 格名詞 は主節主語に使用 され ､ 動作や変化の 主体(は じめ の 2例)や属性の も ちぬ
し(あとの 2例)をあらわすo ほ か の用法 に つ い て は未確認 .
バ ヌー ア シ トウ ウム ー . ba｢n u a s!i｢tu u m u: . わた しは そう思うo
イ ヤリヌ キ ー ダ ー . ija rin u ki:da:. 手練が来たよ｡
ク リ ッ ト ク レ ー ザ - ヌ マ シカ ｡ ク レ ー マ シ ｡ k!uriqto k!u r e: z a:｢n u m a s!ika.
kT
.
u r e: m as!i. これ とこれで は どっ ちがい い o これが い い o
シダシヌ カイサ｡ sida si｢n u kais a. 身なりがきれ い だ｡
従属節(は じめ の 3例)や規定語節( あとの 2例)の 主語にも使用される ｡
ウ ヌ ピ ト オ ル ツ カ ラ ナ ラ シ
ー ト - リ ス ヨ ｡ u n u p!itu n u o r uqka r a
n a r a si:to:ris ujo. あ の 人が い ら っ しやれ ば教えてく ださる よ｡
ウヌ フ ァ ー ヌ プ レ ッ カ ラ ウヌ フ ァ
ー
ツ トウ ア シ パ ダス ヌ o u n uhw
～
a:｢nu
bu r eqka ra un u hw
～
a:｢七u as!i｢pada+s u n u. あ の 子がい たら､ あの子と遊んだの に｡
カジヌ フ ケラ ー キ ー ヌ パ ウテ ィ ス o ka zinu h!uke r a:
6 ki:n u｢pa u｢tiJsu . 風が吹
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けば木の 葉が落ちる｡
ア ウンヌ ヨ ハ ル ム ヌ
ウム テ ィ ヌ
a uNn ujoha r u m ロn uけん か の 弱いや つ
マ ロ ツ マ ロ シ ル ピ トウ u m utin u m a r oq?m a r ° sir u p!itu 顔 の丸い人
1. 2. 2 規定語
手元の 例はそれ ほ どおおくない が ､ 名詞をか ざる規定語は基本的にヌ 格名詞であらわされる｡
イチ バ ン ウイヌ
ベ - ヌ
シザ icibaN uin u si｢z a い ちばん上 の兄
ユ ミ｡ be:n ujumi. うちの嫁だよ｡
バ ー フ ァ ー ヌ
キヌ ー ヌ
ユ ミ｡ ba: hv
～
a ･ n ujumi. うちの 子 どもの嫁だよ｡
イ エ ドゥ タカ ッ チ ャ ー ダ｡ k!inu:nu ijロdu t!akaqcja:da. き の うの魚の ほ
うが多か っ た｡
キ ョ - ヌ カ ジ ツ ー サダル o kjo:n uka zi c u:s ada r u. き ょうの風は強い .
_王旦 二星 シ マ ラ ドゥ キ タo du:n u sim a r adu k!ita. じぶ んの 島か ら来たよ ｡
2. とりたて形式の いく つ か に つ いて
とりたて形 の うち主要なもの をとりあげる｡ こ の うち､ メ およびそ の 融合形は意味的 に標準語
の ハ に相当 し､ ン お よび ミ ンは標準語の モ に相当す る｡
2. 1 メ およぴその融合形によるとりたて
標準語 の ハ の とりたて に対応する｡ 意味用法の広がりに つ い て は今後の 調査 をまつ 必 要が ある
の だが ､ 標準語 では ハ があらわれやすい中立的な､ 時間にか かわらない用法では ､ 標準語と比 較
す るととりたて の ない ハ ダカ格が基本的で あるようにみえる｡
メ が後接す る規則的なか たちと､ 単語末母音とメとの融合形があるが ､ メが後援す るばあい ､
単語に よ っ て単語末 の母音が長音化するもの がある｡ 融合形になりうるの は短母音の i ､ u ､ o
でおわる単語に かぎられ るようで ある(o は 1例の み確認)が ､ a の ばあい は長音化する とい う可
能性が ある｡ 短母音 e でおわる単語 は b!ute(ひ たい)などの ほか には ほとん どなく ､ 融合の 有無
に つ いて も未確認で ある ｡
ピ p!i
■
火 ､ ピメ p!im e､ ペ - pe: 火は
ミ ンチ miNc!i 目､ ミ ン チメ miNc!ime､ ミ ン チ ェ - rniNcje: 目は
ミ - テ ィ mi:ti 再来年､ ミ - テ ィ ー メ mi:ti:m e､ ミ - チ - mi:te: 再来年は
トウ ビイ ユ tu｢bi?i+ju トビ ウオ ､ ト ウ ビイ ユ メ tu｢bi?iJju m e､ トウ ビイ ヨ
-
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tu｢bi?iJjo: トビウオ は
ヤ マ ン グ ja m aNgu い たずら(っ こ)､ ヤ マ ン グメ ja m aNgu m e､ ヤ マ ン ゴ ー ja m aNgo: いた
ずら(っ こ)は
タボ tabo タバ コ ､ タ ボメ tabo m e､ タボ ー tabo: タ バ コ は
パ トウナ p!atu｢n a ハ ト､ パ トウナメ p!atu｢n a m e ハ トは
フ テ h!口te ひた い ､ フ テ メ h!ute m e ひ たい は
人称代名詞 の ヌ 格はそ の ままとりたて 形に なるが ､ これ は標 準語 にはみ られ ない現象で ある｡
バ ヌ メ -
バ ノ ー
ン グン ｡ ba n ume: NguN. わた しは行 かな い ｡
ヌ ー ドウ シ ヤ ー . ban°: nu:du sja: . わた しは なに をします か .
2. 2 ンおよびミ ンに よるとりたて
標 準語 の モ の とりたて に対応する｡ ただ し､ 意味用法の 広がりに つ い ては今後 の調査をま つ 必
要が ある｡ ン の後接が規則的 だが ､ 単語 によ っ て ミン が後接する か たちをも つ もの もある｡ ンや
ミ ン が後接する ばあい ､ 単語末の 長母音が短音化したり ､ 短母音が長音化 したりする例が ある｡
マ チキ m a｢c!iki 松の木 ､ マ チキ ン m a c!ikiN松 の木も
パ ン キ ヤ paNkja わた しども､ パ ン キヤ ン paNkjaN わた しどもも
ミ ン チ miNc!1 日､ ミ ン チン mi NciN､ ミ ン チミ ン miNc!imiN■ 目も
ナ ビ n abi ナ べ ､ ナ ビ ン n abi N､ ナ ビミ ン n abimi N ナ べ も
マ - ミ ma:mi 豆 ､ マ - ミ ン m a:miN､ マ - ミ - ミ ン m a:mi:miN 豆も
ピ ド - pi｢do+: イル カ ､ ピ ド ー ン pi do:N､ ピ ドミ ン pido miN イル カ も
イ - ビャ - i:+pja: 位牌､ イ - ビャ ン i:+pjaN､ イ - ビ ャ - ミ ン i:+pja:｢miJN 位牌も
人称代銘詞 の ヌ格はそ の ままとりたて形に なるが ､ こ れは標準語に はみられない 現象で ある｡
ア ツ ァ バ ヌ ン キ ー ス ｡ a c aba n uN ki:+s u. あ したわた しも来ます｡
バヌ ミ ン ス ン ｡ ba n u miNS UN. わた しも します｡
2. 3 ドゥに よるとりたて
琉球方言に広くみられ る強調の ドゥ(< ゾ)に よ る ｢係り結び+ が ､ こ の 方言に もある ｡ ドゥ に
つ い て は希詞だけで なく形容詞や動詞 にお い て も革要な働きを して い るの で ､ それ につ い て も簡
単に説明を して おきた い ｡
手元の か ぎられた資料をみ るか ぎり ､ 意味的に ハ やモ に対応す るとりたて は名詞 に限定され ､
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動詞や形容詞の とりた てはす べ て ドゥに よ っ てなされて い る｡ とくに形容詞 にお いて は ､ ドゥ強
調形をとらない連体形の ばあいや , 述語形容詞以外の 部分 に ドゥを使用 した強調文の ばあい をの
ぞくと ､ 形容詞自体に強調辞 ドゥがとり こまれて い て ､ 語形の 一 部に な っ て い る.
なお ､ ドゥは先行音節が無声化 して い るばあい そ の影響に より無声化 しトウとなる こ とがある｡
2. 3. 1 ドゥに よる名詞のとりたて形
ハ ダカ格主語
空二 王二王之 ン ギル o gu:gu:｢du+ N｢gi+r u. ニ ワ トリ ゾ逃 げる よo
アイ ウ マ ナ ヱ =望月ヱ⊥旦旦 プo ai um a n a m a:jadu bu. あ､ あそ こ にネ コ ゾい る.
ハ ダカ格直接補語
ク ァ ヌ ー ヌ 重_E且 ウビガ ー . kw a n u:n ukidu ub iga:. こ こ に なん の木 ゾ植 えるの ｡
三 ニ _E且 ミチキオリ ヤ ー . te:｢du mici!kio rja:. どこ の家ゾ探 して るの o
ハ ダカ格状況語
之上 山 ガ ッ コ - ツ テ ィ ペ ッ タ . k!utu s!itu gaqko :qti peqta . こと しゾ学校に
入 っ た｡
之宣且旦 ガ ッ コ - ツ テ ィ ペ ッ タ. ku z udu gaqko:qti peqta. 去年ゾ学校に入 っ た｡
ヌ 格主語
三重 幽 且 マ シ . aboqsiNn udu m a si. 青い の ゾい い .
∠三塁_王且 キ ス o ba n udu k!is u. わた しがゾ着ます ｡
三宝こE旦ニ タ ロ - ツ テ ィ フ シリ ヌ マ シ タ. baNdu: ta r o:qtih!u siri n ロm a S!ita. わ
た しが ゾ太郎に薬を飲ませ た｡
ナ格
旦ヱ土旦旦 アル o k!a m a n adu a r u. あそ こ にゾあるよ｡
イヤ リ キ ッ ス ヌ 空士ニニL E旦 チケル ｡ ija ri kiqs u n uja n a:n adu cike ru . 手紙が来
て る けど､ 家に ゾお い て ある よ｡
ラ格
ゴ ニえ王且 ミチ (マ マ) キ タo be:r adu mici k!ita･ わが家からゾ持 っ てきた よo
土且旦三上 二 乏且旦 キタ｡ irim uti:r adu k!ita･ 西表か らゾ来たo
ハ ダカ名詞述語
ハ ダカ名詞はそ の ままで述語に使用されるが ､ とりたて られると コ ピ エ ラとの分析形で あらわ
れ るようで ある｡ 参考例にあげた未来テ ン ス の 文にはは じめ から コ ピ エ ラがあらわれて い るが､
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未来テ ン ス だか らそ うなの か ､ 提示 した標準語文 に よる影響なの かは 不 明で ある｡
クヌ フ ァ ー 主二 王旦旦 土坐o k!u n uhw
～
a: mi:c!idu n aru . こ の 子 は 3 歳だ｡
ヤイ 主二 王 土旦_星o jai一mi:c!i na｢riJs u. 来年 3歳 になる.
クヌ フ ァ ー ミ - チ ｡ k!u n uhw
～
a: mi:c!i. こ の 子 は 3 歳だ｡
バ ー 坐王立三 二王旦 土坐｡ ba: p!a cizju:du n a r u. わた しは 8 0歳だo
バ ー バ チジ ュ ー ｡ ba: p!a cizju: . わた しは 8 0歳 だ｡
2. 3. 2 ドゥに よる形容詞の とりたて形
形容詞の 否定形が ハ とりたて形 であらわれる こ との ある標準語とちが っ て ､ こ の 方言で はサ中
止 形＋否定詞 mjaN(活用タイプ不明)と い う ､ とりた て の な い かたちであらわれ る ようで ある｡
ア チクサ ミヤ ン ｡ a c!iku s amjaN. 熱くない D (体温な どが さが っ て)
ビ レ キサ ミヤ ン ｡ p!i!r ek!is a mjaN. 冷たく ない ｡ ぬる い ｡
そ の 一 方で ､ - (サ)ドゥ＋ア ル ､ - (シ)ドゥ＋ ヲル の ように ドゥを語形に とり こ んだ - ( サ)ダ
ル ､ - (シ)ドゥル /トゥ ル とい うかたちが ､ ほ とん ど形容詞 の基本形 とい っ て い い程度に使用 さ
れ る｡ あとの 3例 は形容詞に ドゥをふ くまない サ終止形 ､ サアリ終止形 ､ シ ヲ ル 終止形 である ｡
オチキ カイサダル ｡ o c!i｢ki ka｢is ada r u. 天気が い い(きれ いだ)0
オリキサダル ｡ o rik!is ada r u. 気持ちい い ｡ (木陰で 風が吹い てきて)
クヌ トケイ カ ル サダル ｡ k!u!n u t!okei k!a r u s ad ru . こ の時計は軽い ｡
クヌ カ べ - ユ 之之立王且 二 坐. k!u!n ukabe: s!u s oqsidu:r u. こ の紙 は白い .
キ ュ ナ ン 上之_ 地 . kju n aN t!u!ri:du r u. き ょうは波が 静かだ.
シ ダシヌ カ イサ｡ si da si｢n u kais a. 身なりがきれ い だ｡
ク ヌ トケイ カ ル サイ｡ k!u!n u t!okei k!a r u s ai. こ の 時計は軽い ｡
ウ 1) ッ ト クリ ッ ト ウリ且旦 ホ ビ シ ル ｡ u riqto k!u!riqto u ri du hop!isir u, あれと
これとであれ ゾ黒 い ｡
なお､ 連体形に ドゥは あらわれ ない ｡
ウム ッ サル ヤ マ ン グ u m uqs a r uja m aNgu おも しろい い たずら
ツ ー サル ヤ ー c u:｢s a r uja: 頑丈な家､ 強い 家
過去形 におい て も､ ドゥが形容詞述語 に ふくまれ るばあい(は じめ の例) とそ うでな いばあい(つ
ぎの 例)とが ありそ うで ある｡
マ イ ン タヌ チ ヤ イ シ ツ ア ダ ー ダ. m aiNta n u cjais!ic ada:da . さ っ きの お茶 は熱か っ た｡
キヌ ー ヌ イ ユ 上之 タカ ッ チャ ー ダ｡ k!in u:n u ijudu t!akaqcja:da . き の うの魚 ゾ多
- 30 -
沖縄西表祖納方言研究の ため のお ぼえがき(金田)
か っ た｡
2. 3. 3 ドゥに よる動詞の とりたて 形
ノ マ ナイ ､ ノ ン ダの ような総合形をとりたて るときに ､ ノ ミ ハ シナイ ､ ノ ミサ ニ シ タの ように
分析形にする手つ づきが あるが ､ おおく はみ られない ｡
三三 ニ 王且 ス o hwe:du s u. 食 べ ゾするo (- 食 べ よう｡ 意志の 用法)
バ ー フ ェ ー ス
｡
ba: hw･e:s u
. わた しは食べ る｡
ア ス ペ ク ト形式の ヲリ分析形はそ の まま前要素をとりた て る｡ ほ かの 分析形 につ い て は不明｡
ミナ 一 三ミュ立ヱ之 ブo min a: baqsidu bu. いま炊 い て ゾい るよ｡
ピサン メ 三 ヱ上之 プ - o p!is aNm e niqtu bu: . お昼は寝て ゾいるo
ミナ - マ デ 星主且旦 ブ - ナ - ｡ min a:m ade n u midubu:n a: . いままで飲ん で ゾい るかo
動詞 の 非過去形に は上記の - ス や - ブ ､ - ル の ような - u 型の ほかに ン型の もの があるが ､ ン型
の ほうは動詞に直接 ドゥの強調をうけない ようだ し､ ン型動詞以外の 部分が ドゥ強調 をうけた例
もほとん どみられない(手元に はは じめ の 1例があるの み)0
バ ンゼ且 ニ タ ロ - ツ テ イ フ シ リ ヌ マ ス ン ド - 0 baN｢du:+ ta r o:q｢tiJ b!u siri
n u m a s uNdo: . わた しが ゾ太郎 に薬を飲ませ るよ｡
バ ー ドウ シ ニ ウキ ル ン ｡ ba: du sini ukir uN. わた しは自分で起きるよ｡
ケ - ラ オ ー ル ン ド - 0 ke:r a o:r uN do:. みなさん行 かれますよ｡
シティル に相当するア ス ペ ク ト総合形 では形容詞と同様に ドゥが語形の なか にとり こ まれ ､ -
(シ) ドゥル /トゥル の かたちをと っ て い る｡
チ キ 土三土工旦∠ヒ. c!iki idi du r u. 月 が出て い る.
タ ハ ンヤ ラ パ ン と ニ且之Jヒo ta?haJNja r abaN si:du r u. だれで も知 っ て い る o
ユ キ ン 地 o jukiNaqtu r u. 斧もある ｡
シタイ ､ シヤ ス イ などの派生形容詞も ドゥが語形の なかに とり こまれ て - ( サ)ダル の か たちを
とる｡ もちろん ､ べ つ の 箇所 に ドゥがあるばあいや連体形で は ドゥの ない語形 になる(4例め)0
マ チ キ 旦_ど_2_9IAL
,
_0 m
a c!iki ubiqsadar u. 松 の 木を植えたい o
パイサ フ ェ ッ サダル ｡ pai｢s a hw eqs ada r u. はやく食べ たい ｡
ク リ チ コ - ツ カ ラ トウ ノ - バ リ ヤ ス サ ダル ｡ k!u!ri c!iko:q｢kaJr a t!u!n o:
ba rija s!u s a｢daJr u. これを使 っ たら卵を割りやすい よ｡
ウピ ッ サル キ ー ム テ イ ク - 0 ubiqs a r uki: m uti ku: . 植えた い木を持 っ て こ い ｡
形容詞と同様 ､ 動詞の 過去形にお い て も､ ドゥが語形にふくまれるばあい(は じめの 2例)とそ
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うで ない ばあい( あとの 2例)
一
と が ありそ うで あるo
モ ー - - グ ー グ ー 壬生鼻二 王且二空｡ m o:he: gu:gu: c!ika n e:du:da. む か し ニ ワ ト
リを飼 っ て い た｡
シ タリ ー 池 ヨ - o s!ita ri: abatidudajo:. さ っ きは あわてた よ .
ク ズ
_ビ且 ガ ッ コ - ツ テ ィ ゴ ェ 乞｡ kuz udu gaqko:qti peqta. 去年 ゾ学校に入 っ た｡
バ ン ヌ 立至主芝o baNn uk!a c!imi da. わた しが つ かまえた o
動詞 の過去形 には こ の ようなダ/タ型 の ほか に ン型 の もの が あるが ､ ン型 の もの には ドゥ をふ
くむ語形がみあたらない ｡
ツ シャ ムイ キ ヤ ン ｡ s!isja m ui kjaN. 白髪が生えてきた｡
グ ー グ ー ペ - リ ヤ ン ｡ gu:｢gu:+ pe:｢rjaJN. ニ ワ トリが入 っ たよ｡
バ ンヌ カチ ミ ヤ ン ｡ baNn uk!a c!imjaN. わた しが つ かまえた ｡
2. 3. 4 副詞の ドゥに よ るとりたて形
例 はすくな い が副詞も強調の 対象となる ｡ 形容詞はサ中止形 が副詞化 して 強調 の対象となる｡
主_±_旦旦 ツ シ ェ プo minadu s!isje bu. い まゾ精米 して い る｡
之 ニ旦 _E且 フ キ ル ｡ c u:s a｢du h!u｢kiJr u. (風が)強く ゾ吹 い て い る.
3. 人称代名詞
人称代名詞 の全体像を しめす こ とは できない の で ､ 一 人称代名詞 とそ の周 辺 に しぼ っ て概略 を
しめす｡ なお､ 二 人称単数は喜界島な どとおな じウラ､ 三人称単数は指示語の ウ レで ある｡
一 人称 の バ の 系列は標準語 の ワ の系列で ある｡ 主語に使用され る いく つ か の語形があるが ､ そ
の うちの バ ー が無標で あるとみられる｡ 複数に使用 され るバ ハ がワガに対応する こ とを考える と ､
単数の バ ー はワガか らの 変化で はなく ､ ワの 長音化とみ る べ きか も しれない ｡
3. 1 - ^* # &
主語と規定後 に使用される語形 の み をあげる｡ ノ格に対応す るヌ 格の バ 割 こもとり たて形 の あ
る こ とに つ いて はすで に の べ たとおりである ｡
バ ー ba: わた し(が､ は ､ の)
バ ヌ ba n u わた し(が ､ は ､ の)
バ ンヌ baNn u わた しが < ワ ノノ ?
バ ヌ メ - banu｢m e:､ バ ノ - ba n o: わた しは
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バ ヌ ン banuN､ バ ヌ ミ ン ba n u miN わた しも
バ ヌ ドゥ ba n udu､ バ ン ドウ - baNdt1: わた しが < ワ ノ ゾ
3. 2 一 人称複数
琉球諸方言にみ られる 一 人称複数形にお ける包含形(聞き手 をふくむ) と排除形(聞き手 をふく
まない)の 対立が こ の方言 にもある｡ 基本的には バ ハ - の 系列が包含形 ､ パ ンキ ヤ が排除形である｡
バ ハ - の 系列に は バ ハ と/
,
1 ハ ダン とが あり ､ ともに主語や規定語に使用され るo 標準語 の ワガ に
対応す る バ ハ に対 して ､ バ ハ ダン の ほうは ワ ガタ(チ)にかか わりをもつ 語形とみ られ る｡
バ ハ(ダン)は主と して ､ふ るく か らム ラ共同体として粋 の かたい祖納(s!u!n e:) 地区の 人同士で
使用され ､ パ ン キ ヤ は祖納地区以外の ､ たとえばす ぐとなり の 干立(h!ロtade)地区の人た ちなどに
対 して使用されるが ､ 石垣や沖縄など島外の人 に対 して は使用 されない ｡
バ ハ( ダン)
バ ハ ダン ヌ
バ ハ( ダン)メ
パ ン キ ヤ ヌ
ウガン baha(daN) ugaN わたした ちの御蘇
ウガン bahadaNn u ugaN わたしたちの御蘇(× バ ハ ヌ ウガン)
カ シ ー サ ー ｡ baha(daN)m ek!a si: s a: . わた したちは こう しよう｡
ウガン paNkja n u ugaN わた しどもの 御藤(パ ン キ ヤ ウガン は未確認)
パ ン キ ヤ(メ) カ シ トク ス ｡ paNkja(m e) k!as!itu su . わた しどもは こうす る｡
わが家 :(/(ハ) ヤ ー と ベ ー
パ ハ( ダン) とパ ン キ ヤ の ｢わが家+ 版が(バ ハ)ヤ ー と べ - で ある｡ ｢わが家+ の 人と話すか よそ
の家の人 と話すかで ､ (バ ハ)ヤ ー と ベ - とをつ か い わける ｡
王立ユ _ 土 二乏_E旦 ム チ キタo bahaja:r adu m u cik!ita. わが家か ら持 っ てきた よ｡(ど
こ か ら､ とうちの 子にきかれて)
ゴ=三上之 ミチ(マ マ) キ タ｡ be:r adu mici k!ita. わが家か ら持 っ て きたよ o ( どこ か
ら､ とよその 子 にきかれて)
バ ー ヤ ナ ナ ブリ ッ キ ア シ プ ッ カ ラ ヤ ッ テ イ ク ー ｡ ba: ja n a n abu riqki
7
a s!ipuqka r ajaqti ku: . わた しは家に い るか ら､ 遊んだら家に来 い ｡ (うちの 子 に)
バ ー べ - ナ ブリ ッ キ ア シ プ ッ カ ラ べ - ツ テ イ ク ー ｡ ba: be:n a bu riqki
a s!ipuqkara be:qti ku: . わた しは家に い るか ら､ 遊んだら家に来い ｡ (よそ の 子 に)
バ ハ ヤ ー ナ オ リダ ピ トウ ドウヌ ピ トクリ ヤ ｡ baba ja:na orida p!itu du n u
p!itu rJa. うちに来られた人は どの人だい ｡ (家族 に)
べ - ヌ ユ ミ｡ be:n uju mi. うちの 嫁だよ. ( よそ の 人に)
- 33-
沖縄西表祖納方言研究の た め のお ぼえがき(金田)
ア ツ ァ ー べ - ツ テ イ
い
｡ (よそ の人 に)
4. おわりに
オ ー リ ヨ - 0 a c a: be:qti o :rijo:. あ した はうちに い ら っ しや
不十分な資料か らで は あるが ､ この 方言 の いく つ かの 特徴や今後あきらかにす べ き点をあるて
い ど提示する こ とはで きたように思う｡ 前回の調査 か らはだい ぶ間が あい て しま っ た が ､ 動詞や
形容詞など他 の 品詞 に つ い ても手持ちの 資料 を整 理 しなお し､ 調査 を再開 ･ 継続 して い く こと で
こ の 地区の文法 の全体像をあきらか に した い と考える ｡
長時間にわたっ て こ まか な点までて いね い に ご教示 いただ いた那根弘氏に は ､ 心 よりお礼 をも
ぅ しあげますo また ､ 那根氏との 自然談話 の録音に ご協力 い ただ い た管良巻維氏(T. 3(1914) 午
生れ)にもあわせ てお礼をもうしあげます ｡ (宮良民 は昨年お 亡くなり になりま した｡ 感謝の 気持
ちとともに ご冥福をお 祈りい た します｡ )
汰
1 命令形には こ の タイプの ほかに相対的にやや下品な twja の タイ プがある o ほ かに ､ kui/kwja(漕げ)､
n ui/n wja(縫え ･ 脱げ)､ b iri/b irja(座れ)､ i d iri/id irja( 出ろ)､ c!ike:/c!ikja:(使え)o
2 終助辞には任意の jo/s o:/do:/s a な どの ほかに ､ 疑問文に義務的な ga/rja/n a な どが ある｡
3 逆接接続形でテ ン ス 対立 をも つ ｡ 反実仮想文の述語におおく使用される｡ ほ かに ､ ibuqs u nu/ihjadaqs u n u(行く
の に/ 行っ た の に)､ a s!ipuqsu nu/a s!ipada s u n u(遊ぶ の に/ 遊んだの に)｡ 形容詞(ら しきもの)で は
mis a s u n u/mis ada sun u(い い の に/ よか っ た の に)などB
4 一 般的な促定をあらわす条件形o テ ン ス対立はない o 反英仮想文の条件節に使用され る こともあるo 形容詞 で
は tu:s aqkara(遠 ければ)､ u m uqs aka r a(おもしろか っ たら) など｡
5 標準語では直接対象をあらわすヲ格の用法に相当する ｡ ニ 格など間接補欝の 用法は未確 乳
6 仮定条件形｡ テ ン ス対立 はない ｡ 反実仮想文の 条件節におおく使用される｡ ほ か に､ i he r a/ihja:(行けば)､
わwe:ra/bwja:(食べ れば) など｡ 語形的に対応する形容詞は未確藩だが ､ 意味的に対応 しそうな語形には
k!a!r u s a s o:(軽ければ)､ o rik!is a s o:(Jb 地よければ)が あるo
7 テ ン ス対立をも つ 接続形とみられ るが ､ 過去形 の存在は未確責臥, ほ かに ､ n u m a n a(ri)ki(飲まないから)があるo
形容詞では tu:s arik i(遠い から) があるが ､ こ れも過去形は未確認｡
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